
 

様式 C-7-2 

自己評価報告書 

平成 21 年 4 月 10 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究種目：基盤研究(B) 

研究期間：2006～2009 

課題番号：18320076 

研究課題名（和文）  

中英語後期から近代英語にかけての言語的性質の変容に関する研究 

研究課題名（英文）  

Linguistic Changes from Late Middle English to Early Modern English 

研究代表者 

家入 葉子（IYEIRI YOKO） 

京都大学・文学研究科・准教授 

 研究者番号：20264830 

 
研究分野：言語学 
科研費の分科・細目：3003 
キーワード：中英語・初期近代英語・語順・不定詞・定型句・ワードペア 
 
１．研究計画の概要 

 

 従来の英語史研究では、古英語・中英語研
究がそれぞれの時代で完結する傾向が強か
った。しかしながら、古英語期に始まった多
くの言語変化は中英語期の後期に加速し、初
期近代英語期以降の言語発達との間に密接
な関係を有することがわかってきている。本
研究計画は、中英語期から近代英語期の連続
性に特に焦点を当てながら、英語史全体を再
検討しようと試みるものである。 
 
２．研究の進捗状況 
研究計画の 2 年目以降、インスブルック大

学の Manfred Markus 教授を研究協力者に
加え、本格的な共同研究の形態をとりながら、
研究を進めてきた。インスブルック大学で作
成された中英語諸文献のコーパスと初期近
代英語期のコーパスは極めて有効な言語デ
ータを提供してくれており、研究代表者およ
び研究分担者は、それぞれの担当分野で、着
実に研究を進めている。 
 
３．現在までの達成度 
おおむね順調に進展している
上記のように、インスブルック大学の協力

で言語データの増強を図ったこともあり、研
究はおおむね順調に進展している。研究代表
者の家入は動詞の構文および否定構文にお
いて各種論文を執筆するとともに学会でも
発表を行っている。同様に、研究分担者の大
門は主に語順や文体について、谷と尾崎は定
型表現等について、古英語から中英語を経て
近代英語に至る通時的な視点から言語を分
析し、その研究成果を論文等の形で発表して
いる。 

 
４．今後の研究の推進方策 

2009 年度は研究計画の最終年度にあたる
ため、インスブルック大学においてコーパス
言語学の国際学会を開催し、研究代表者の家
入と研究分担者の谷が参加し、研究成果を報
告する予定である。また、最終年度にあたり、
過去 3年間の研究の成果を論文にまとめるこ
とにも力を注ぎたいと考えている。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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